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１．はじめに  

 平成 23 年 9 月に襲来した台風 12 号による紀伊半島大水害は和歌山県や三重県に甚大な被害をもたらした．

そのため，大量の災害廃棄物が発生し，その処理が大きな問題となった．災害復旧の迅速な展開のためには災

害廃棄物の処理は欠かせない事項と言える．このためにはハザードマップ等を用いた事前での予測や比較的被

害発生初期に得られる情報からいち早く正確な廃棄物発生量を予測できるシステムの構築が望まれる． 

 本研究は，最終的には GIS を基本とした災害発生量予測システムの構築を目的としているが，本報では市販

の住宅 GIS データベースを用いて家屋の被災程度を反映した発生

量原単位の予測の内容について報告する． 

２．検討方法  

１）検討対象とする 地域と災害 

 本検討で対象とする地域は和歌山県新宮市とする（図-1参照）．

また，災害廃棄物の発生量の解析対象としては平成 23 年 9 月に襲

来した台風 12 号による紀伊半島大水害で発生した廃棄物とする．

なお，和歌山県下における被害の概要は表-2 にまとめるとおりで

ある． 

２）検討の基本情報及び検討の流れ 

 本報での検討内容は，全壊，床上浸水，床下浸水

の被害程度別の原単位数値を解析するまでで，その

手法は次の通りである． 

①災害廃棄物発生量の把握：検討対象地域である新

宮市での実績を同市生活環境課より提供していただ

いた．数値としては発生量全量のデータである． 

②被災家屋及びその被害程度の把握：被災家屋を全

壊，床上浸水，床下浸水（半壊は地図データとして

はなし）の区分で住宅地図上記入データの提供を受

けた．このデータを下記の住宅地図 GIS データベー

ス上に入力した． 

③住宅地図 GIS データベース（以下「住宅 DB」）に

よる建屋情報：建屋に関する GIS 情報としては(株)ゼンリンの ZmapTownⅡを利用した．このデータベースで

は属性として住所情報の他，建屋種類，階数などの情報が入力されている．ただし，階数に関する情報につい

ては完全ではなく抜けも多くある． 

④各建屋の延べ床面積の予測：市域全体の建屋延べ床面積として民間建築については新宮市税務課より固定資

産データを入手した．市有，県有，国有の建築物は，それぞれ新宮市財政課，和歌山県管財課，近畿地方財務

局からデータ提供を受けた．上記住宅 DB には各建屋の延べ床面積情報がないため，前述のデータから把握で

きる延べ床面積を全体量として住宅 DB で把握できる「投影面積」×「階数」の数値との比較で補正係数を設 
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表-1 紀伊半島大水害での和歌山県での被害等 

                 出典：和歌山県 HP 
項目 数値 備考 

雨量 

(mm) 

連続雨量 1,998 田辺市大杉 9/1～4 

最大時間雨量 66 同上 9/3 12:00 

人的被害

(人) 

死者 56 田辺市大杉 9/1～4 

行方不明者 5 同上 9/3 12:00 

建屋浸水

被害(棟)

床上浸水 2,680 H.24 8/24 現在 

床下浸水 3,147 同上 

建屋被害

(戸) 

全壊 367 H.23 11/30 現在 

半壊 1,840 同上 

一部損壊 170 H.24 8/24 現在 

土砂災害

(件) 

土石流 58 同上 

地すべり 4 同上 

がけ崩れ 34   

 
地図出典：国交省数値地図

図-1 検討対象とした新宮市の位置 
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定する方法で，各建屋の延べ床面積を把握した． 

⑤災害廃棄物発生量原単位の予測：上記②と④から把握できる被害家屋の延べ床面積と，①で把握できた災害

廃棄物発生量を用いて，被災家屋延べ床面積当たり災害発生量原単位を作成する． 

３．検討内容  

１）発生廃棄物量 

 新宮市の処理実績によれば発生廃棄物量は市域全体で 20,555ｔと推定された．  

２）被害家屋の延べ床面積 

 市内全体の建築延べ床面積と住宅 GISで把握できる建築

投影面積と階数情報のある建屋での延べ床面積を差し引

いて階数情報のない建屋を 1階建てとして延べ床面積数値

とすることとした．一方，市より貸与された紙ベースの住

宅地図に記載された建屋毎の被害程度情報をもとに被害建屋を GIS 上に入力した．その結果として表-2 のよ

うな被災家屋の情報を得た． 

３）廃棄物発生量原単位の推定 

 廃棄物発生量原単位は，表-2 に示した被災区分毎に延べ床面積当たりの数値として設定する．発生廃棄物

量は全体量のみの把握であるため，既存資料をもとに各被害程度の重みづけを行う．「災害廃棄物分別・処理

実務マニュアル」2)に記載された水害廃棄物の下記(1)式の発生量推定式から重みづけを行う． 

  廃棄物発生量＝(全壊世帯数)×12.9＋（大規模半壊世帯数）×9.8＋（半壊世帯数）×6.5 

      ＋（一部損壊世帯数）×2.5＋（床上浸水世帯数）×4.6＋（床下浸水世帯数）×0.62 ···· (1) 

 計算結果として表-3 に示す原単位数値が得られた． 

 得られた原単位数値を既存文献 2)と比較したとこ

ろ震災廃棄物の延べ床面積当たりの原単位と全壊の

場合の数値が比較的近い数値となった．また，水害廃

棄物の場合の数値との比較でも大きくは相違しない

数値と推定された． 

４．今後の課題  

 本検討では，既往の災害に対して廃棄物発生量原単位の概略値を検討したものであるが，今後の課題として

以下のことを考慮している． 

①精度の向上：検討における精度上の問題として建築延べ床面積の推定について誤差が大きいと考えられる点

があり，住宅 DB における階数データ欠損建屋の現状について調査を行う予定である． 

②原単位については既存の数値を参考として被害程度別の重みづけを行った．この点について，住宅やインフ

ラ施設での資材ストックを積み上げて検討する手法も適用されており 1)，理論的な廃棄物量との比較において

精度向上を図る． 

③ハザードマップによる家屋被害予想を用いた予測手法を確立する． 
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表-2 被害家屋の GIS による解析結果

  
床上 

浸水 

床下 

浸水 
全壊 

棟数 1,367 860 18

延べ床面積(m2) 113,977 68,290 2,057

 
表-2 被害家屋の GIS による解析結果 

  
床上浸

水 

床下浸

水 
全壊 

棟数当たり(t/棟) 1.579 0.213 4.427

延べ床面積当たり(t/m2) 0.159 0.021 0.447

土木学会第68回年次学術講演会(平成25年9月)

 

-198-

 

Ⅶ-099

 


